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　今年で11回目を迎える本大会は、国内屈指の難
コースと名高く、毎年全国からトップクラスのトラ
イアスリートが集結し熱いレースを繰り広げます。
　鍛え上げた己の体一つで限界に挑み、ゴールを目
指して走り続ける鉄人を後押しするのは、沿道から
聞こえる温かく絶え間ない声援です。
　レースで生まれる熱いドラマをお見逃しなく！！

今年も開催！！
﹃愛南町いやしの郷トライアスロン大会﹄



　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
77
回
定
期
総
会

を
2
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

第
77
回
定
期
総
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

般
会
計
予
算

⑸　

議
案
第
4
号　

令
和
6
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、
事

務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
後
、
議

長
は
、
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4
号
ま

で
の
4
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
採
決
を
諮
っ
た
結
果
、
異
議

も
な
く
、
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4
号

ま
で
の
4
議
案
は
原
案
の
と
お
り
決
定
し

た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
高
門

副
会
長
が
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」

で
、
県
下
9
町
の
町
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
高
門
副
会
長
（
伊
方
町

長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
続

い
て
河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
吉
田
全
国
町
村
会
長
の
代
理

と
し
て
、
田
名
網
全
国
町
村
会
広
報
部
長

が
祝
辞
を
代
読
し
た
後
、
長
谷
川
淳
二
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
と
し
た
本
県
選
出

国
会
議
員
か
ら
の
祝
電
を
事
務
局
が
代
読

し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
河
野
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議
事
録

署
名
人
に
小
野
植
内
子
町
長
、
兵
頭
鬼
北

町
長
を
指
名
し
、
次
の
と
お
り
議
事
を
進

行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
5
年
会
務
報
告

　

議
長
は
、
内
容
を
報
告
し
、
全
員
異
議

な
く
了
承
し
た
。

⑵　

議
案
第
1
号　

令
和
6
年
度
本
会
事

業
計
画

⑶　

議
案
第
2
号　

令
和
6
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑷　

議
案
第
3
号　

令
和
6
年
度
本
会
一

あいさつをする河野会長
（久万高原町長）

祝辞を代読する田名網部長

祝辞を述べる高山愛媛県議会議長

開会のことばを述べる高門副会長
（伊方町長）

祝辞を述べる中村愛媛県知事

定
期
総
会
に
か
か
る

  

意
見
交
換
会
を
開
催

�　
愛
媛
県
町
村
会･

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
2
月
19
日（
月
）開
催
の
定
期
総

会
終
了
後
、午
後
5
時
30
分
か
ら「
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、
定

期
総
会
に
出
席
の
町
長
と
議
長
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
じ
め
に
河
野
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
中

村
愛
媛
県
知
事
、
高
山
愛
媛
県
議
会
議
長

か
ら
懇
篤
な
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
祝
辞
を
述
べ
た
以
外
の
来
賓

と
し
て
、
田
名
網
全
国
町
村
会
広
報
部
長
、

飯
田
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調
査
部

長
、
知
念
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
を
紹
介

し
た
後
に
、
三
谷
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
長（
砥
部
町
議
長
）の
発
声
に
よ
り
町
長

と
議
長
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
高
門
副
会
長
が
閉
会
の
言
葉

を
述
べ
、
定
期
総
会
の
全
行
事
を
終
了
し

た
。



　（3）　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　

　
　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
75

回
定
期
総
会
を
2
月
19
日（
月
）午
後
2
時

49
分
か
ら
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
松
山
」
で
、
県
下
9
町
の
議
長
の
出

席
を
得
て
開
催
し
た
。

第
75
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

　

総
会
は
ま
ず
、久
保
副
会
長（
内
子
町
議

長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
続

い
て
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
渡
部
全
国
町
村
議
会
議
長
会

長
の
代
理
と
し
て
、
飯
田
全
国
町
村
議
会

議
長
会
議
事
調
査
部
長
が
祝
辞
を
代
読
し

た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
久
万
高
原
町
議
会
や
4
名

の
自
治
功
労
者
の
方
々
に
対
し
て
表
彰
状

の
伝
達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
長
谷
川
淳
二
衆
議
院
議
員
を

は
じ
め
と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら

の
祝
電
を
事
務
局
が
代
読
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
三
谷
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
4
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
6
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

⑷　

認
定
第
2
号　

令
和
4
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

◦
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
4
名
）

　

上 
島 
町　

議　

員　

濱
田　

高
嘉

　
　

 

〃　

 　

議　

員　

亀
井　

文
男

　

砥 

部 

町　

議　

員　

松
﨑　

浩
司

　
　

 

〃 　
　

議　

員　

佐
々
木　

隆
雄

優良議会表彰（玉井久万高原町議会議長）

祝辞を代読する飯田部長 あいさつする三谷会長
（砥部町議長）

⑸　

議
案
第
2
号　

令
和
6
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑹　

議
案
第
3
号　

令
和
6
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
4
号　

令
和
6
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　

以
上
の
議
案
を
議
題
と
し
、
事
務
局
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
一
同
異
議
な
く
認
定

又
は
決
定
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」を
久
保
副
会
長
が
述
べ
、盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
定
期
総
会
終
了
後
、
次
の
件
に

つ
い
て
、
飯
田
部
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　

・
町
村
議
会
の
議
員
報
酬
の
改
善
に
向

け
た
現
状
と
課
題



　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　（4）　

あいさつをする河野会長（久万高原町長）

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
2
月
2
日（
金
）
午

後
2
時
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
会
議
室
で

「
第
1
回
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
会
長
の
河
野
久
万
高
原
町

長
、
副
会
長
の
高
門
伊
方
町
長
、
理
事
の

佐
川
砥
部
町
長
及
び
清
水
愛
南
町
長
が
出

席
し
た
。

【
第
1
回
理
事
会
】

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

河
野
会
長

₃　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₄　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

令
和
6
年
度
愛
媛

県
町
村
会
事
業
計
画

　

⑵　

議
案
第
2
号　

令
和
6
年
度
愛
媛

県
町
村
会
会
費
の
分
賦
方
法

　

⑶　

議
案
第
3
号　

令
和
6
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　

⑷　

議
案
第
4
号　

令
和
6
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

　

⑸　

議
案
第
5
号　

令
和
6
年
度
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
支

部
予
算

　
　

議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で

の
5
議
案
は
関
連
す
る
た
め
、
一
括
し

て
審
議
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
局
か
ら

説
明
を
行
っ
た
後
、
議
長
が
質
疑
の
有

無
及
び
採
決
に
つ
い
て
諮
っ
た
結
果
、

第
１
回
理
事
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

質
疑
、
異
議
い
ず
れ
も
な
く
、
議
案
第

1
号
か
ら
議
案
第
5
号
は
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

　
　

な
お
、
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4

号
の
4
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
規
約

第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
来
る
2
月

19
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
の
承
認
を

得
る
た
め
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
会
第
77
回
定
期
総
会

に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す

る
お
見
舞
い
に
つ
い
て

　

⑶　

各
団
体
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
説
明

し
、
一
同
了
承
し
た
。

令和₆年度　愛媛県町村会事業計画
○　方　　針
　　令和₆年度は、本会規約第₃条「地方公共事務の円滑な運営と県内の町の振興発展
を図ることを目的とする。」を基本理念として、全町の振興発展に寄与するため、引
き続き各種事業を積極的に展開する。

　　地方を取り巻く状況は、少子高齢化の進展・生産年齢人口の減少をはじめ、個人
の価値観の多様化、気候変動の影響による大規模災害・感染症などの新たなリスク
の顕在化、デジタル社会の進展等により大きく変化している。

　　このような中、国と地方は、少子化の進行と人口減少という課題を克服し、地域の
特徴を活かした自律的で持続可能な社会を実現するため「東京一極集中の是正」と
「地方の活性化」の実現に必要となる各般の施策を推進しなければならない。
　　この時にあたり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚し、県内の₉町が
一丸となって“住民のための自治”の確立並びに安心安全な地域社会を実現し、持
続可能な活力ある地域を創生するため、下記事項を積極的に推進するよう努めるも
のとする。

記
○　主要事項
　⑴　県内₉町の連携強化　　⑵　国及び県に対する実行運動
　⑶　分権型社会の推進　　　⑷　職員等各種研修会の実施
　⑸　公有物件共済事業等への加入推進
　⑹　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　⑺　全国町村会・愛媛県及び県内11市等との連絡調整
主要事項の概要
₁　県内₉町の連携強化
　・理事会の開催　・全員連絡会の開催　・定期総会・臨時総会の開催
　・国内外の先進自治体視察研修会の実施　・副町長会の開催
　・総務課長会議の開催
₂　国及び県に対する臨機な実行運動
　・国の施策及び予算編成に関する要望
　・四国四県町村長大会決議事項の要望
　・全国町村長大会決議事項の要望
　・愛媛県、県市長会及び県町村議会議長会と連携した要望
　・その他町行財政推進に係る要望
₃　分権型社会の推進
　・税財源を伴った権限移譲等の推進
　・全国の町村と連携した分権型社会の推進
₄　職員等各種研修会の実施
　・新規採用・初級・中級・係長職員研修会（各町職員を対象）
　・法制執務研修会（〃）　・管理職員に対する研修会
₅　公有物件共済事業等への加入推進
　・公有建物災害・自動車損害共済事業（市町等を対象）
　・総合賠償補償保険事業（〃）　・団体生命（弔慰金）事業（〃）
　・自治会活動保険事業（〃）　・非常勤職員公務災害補償保険事業（〃）
　・災害対策費用保険事業（〃）
　・自治体委託業務等災害補償保険事業（〃）
　・全国町村職員生活協同組合事業（市町等職員を対象）
　　　火災共済・自動車共済・特定疾病保険・車両共済
　・全国町村等職員任意共済保険事業（〃）
　　　任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険
　・全国町村等職員個人年金共済事業（〃）
₆　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　・町長等の給与ならびに議会議員各種委員等の報酬額の調査結果
　・基準財政需要額・基準財政収入額・財源不足額の調査結果
　・県関係の情報提供　・全国町村会等からの情報収集と提供
　・町会報えひめの発行　・本会ホームページの充実強化
₇　全国町村会等との連携、連絡調整
　・全国町村会、都道府県町村会、愛媛県、県市長会及び11市並びに県内関係団体等
との連携、連絡調整

₈　その他
　・本会内各種協議会に関する事務の推進
　　愛媛県市町各種事業総合協議会（愛媛県水道協会　愛媛県清掃事業協会　全国山

村振興連盟愛媛県支部　全国市町村水産業振興対策協議会愛媛県支部　愛媛県ダ
ム所在・発電関係市町協議会）　愛媛県人権協会　愛媛県過疎地域協議会

　・軽自動車税課税事務に関する申告書受付に関する事務
　・町職員採用試験問題集に係る事務　・会員のニーズに対応した諸事業の展開



　（5）　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

河
野
久
万
高
原
町
長
）は
、2
月
15
日（
木
）

10
時
57
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
令
和
6
年
第
1
回
定
例
会
を
開
催

し
た
。

　

出
席
者
は
、
河
野
組
合
長
・
二
宮
副
組

合
長
（
大
洲
市
長
）・
管
家
西
予
市
長
・
高

門
伊
方
町
長
・
加
藤
東
温
市
長
・
兵
頭
鬼

北
町
長
・
丸
山
東
温
市
議
会
議
長
・
三
谷

砥
部
町
議
会
議
長
の
各
議
員
及
び
監
査
委

員
の
坂
本
松
野
町
長
。

　

組
合
議
会
は
三
谷
議
長
の
議
事
進
行
に

よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
管
家
議
員
及

び
高
門
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本
定
例

会
の
会
期
を
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

向
井
事
務
局
長
等
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
議
決

さ
れ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
議
案
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
。

■
議　

事

議
案
第
1
号

　
　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

議
案
第
2
号

　
　

令
和
5
年
度
本
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

　
　

令
和
5
年
度
本
組
合
退
職
手
当
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て

議
案
第
4
号

　
　

令
和
5
年
度
本
組
合
消
防
補
償
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て

議
案
第
5
号

　
　

令
和
5
年
度
本
組
合
交
通
災
害
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て

議
案
第
6
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
団

令
和
６
年
度
予
算
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合　

令和６年度 退職手当事業特別会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　負担金 4,349,543
１　負担金 4,349,543

２　財産収入 17,880
１　財産運用収入 17,880

３　繰入金 3,800,000
１　繰入金 3,800,000

４　繰越金 300,000
１　繰越金 300,000

５　諸収入 7
１　預金利子 6
２　雑入 1
歳　入　合　計 8,467,430

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　総務費 4,428
１　総務管理費 4,230
２　審査会費 198

２　事業費 4,738,460
１　事業費 4,738,460

３　公債費 1
１　公債費 1

４　諸支出金 3,635,861
１　諸支出金 3,635,861

５　予備費 88,680
１　予備費 88,680
歳　出　合　計 8,467,430

令和６年度 一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　使用料 20,659
１　使用料 20,659

２　財産収入 21
１　財産運用収入 21

３　繰入金 62,587
１　繰入金 62,587

４　繰越金 2,000
１　繰越金 2,000

５　諸収入 49,423
１　預金利子 1
２　団体支出金 42,941
３　雑入 6,481
歳　入　合　計 134,690

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　議会費 370
１　議会費 370

２　総務費 111,910
１　総務管理費 100,760
２　監査委員費 70
３　会館管理費 11,080

３　諸支出金 22,280
１　基金積立金 22,280

４　予備費 130
１　予備費 130
歳　出　合　計 134,690

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
7
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負

担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
8
号

　
　

令
和
6
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
9
号

　
　

令
和
6
年
度
本
組
合
退
職
手
当
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　
　

令
和
6
年
度
本
組
合
消
防
補
償
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　
　

令
和
6
年
度
本
組
合
交
通
災
害
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
12
号

　
　

令
和
6
年
度
本
組
合
議
員
公
務
災
害

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て



　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　（6）　

令和６年度 議員公務災害事業特別会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　負担金 244
１　負担金 244

２　議員連合会支出金 1,000
１　議員連合会支出金 1,000

３　財産収入 1
１　財産運用収入 1

４　繰入金 263
１　繰入金 263

５　繰越金 100
１　繰越金 100

６　諸収入 2
１　預金利子 1
２　雑入 1
歳　入　合　計 1,610

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　総務費 240
１　総務管理費 150
２　認定委員会費 50
３　審査会費 40

２　事業費 1,306
１　事業費 1,306

３　諸支出金 44
１　諸支出金 44

４　予備費 20
１　予備費 20
歳　出　合　計 1,610

令和６年度 交通災害事業特別会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　掛金 12,931
１　掛金 12,931

２　財産収入 27
１　財産運用収入 27

３　繰入金 6,200
１　繰入金 6,200

４　繰越金 1,000
１　繰越金 1,000

５　諸収入 2
１　預金利子 1
２　雑入 1
歳　入　合　計 20,160

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　総務費 1,515
１　総務管理費 1,385
２　審査会費 130

２　事業費 9,140
１　事業費 9,140

３　諸支出金 9,255
１　諸支出金 9,255

４　予備費 250
１　予備費 250
歳　出　合　計 20,160

令和６年度 消防補償事業特別会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　負担金 287,636
１　負担金 287,636

２　消防基金支出金 322,811
１　消防基金支出金 322,811

３　財産収入 20
１　財産運用収入 20

４　繰入金 1
１　繰入金 1

５　繰越金 1,500
１　繰越金 1,500

６　諸収入 2
１　預金利子 1
２　雑入 1
歳　入　合　計 611,970

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額
項

１　総務費 1,280
１　総務管理費 1,150
２　審査会費 130

２　事業費 593,161
１　事業費 593,161

３　諸支出金 17,477
１　諸支出金 17,477

４　予備費 52
１　予備費 52
歳　出　合　計 611,970

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
2
月
6

日
（
火
）
か
ら
7
日
（
水
）
に
か
け
て
「
令

和
5
年
度
町
議
会
事
務
局
長
会
議
並
び
に

職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
①
議
会
運
営
上
の
疑
義
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
、
②
会
議
規
則
や
条

例
に
基
づ
き
、
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い
る

が
、
町
ご
と
に
先
例
や
申
し
合
わ
せ
が
あ

り
、
一
様
で
は
な
い
こ
と
か
ら
他
町
の
運

営
と
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
重
要
、

な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

講
師
は
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調

査
部
参
与
の
赤
羽
正
法
氏
で
、
各
町
議
会

事
務
局
か
ら
15
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
初
日
は
、
県
下
町
議
会
事
務
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
次
の
14
題
に
つ
い
て
の
検

討
と
意
見
交
換
を
行
い
、
活
発
な
発
言
が

続
い
た
。

　

研
修
2
日
目
は
、「
議
会
運
営
の
実
務
」

に
つ
い
て
、
赤
羽
参
与
の
講
演
を
聴
講
し

た
。

町
議
会
事
務
局
長
会
議
並
び
に
職
員
研
修
会

議
会
運
営
14
事
例
を
研
究

令和５度町議会事務局長会議並びに職員研修会提出議題
⑴　タブレット端末等導入（ペーパーレス化）の状況について【上島町】
⑵　委員会の議事録の公開状況、もしくは公開することについての議論の
進捗状況について【内子町】
⑶　議会の広報広聴について【伊方町】
⑷　議会だよりについて【鬼北町】
⑸　議会報告会について【松前町】
⑹　出張に関する取決め等について【上島町】
⑺　議員報酬の改定の状況について【久万高原町】
⑻　政務活動費について【内子町】
⑼　議員報酬、定数の見直し等の状況について【松野町】
⑽　議案の訂正と行政側の答弁の訂正等について【久万高原町】
⑾　特別委員会の委員長報告に対する採決について【鬼北町】
⑿　議案を議会に提出する権限について【愛南町】
⒀　議場のバリアフリー化について【内子町】
⒁　オープンデータの推進について【砥部町】

 講師　全国町村議会議長会
　　 　赤羽参与



　（7）　令和₆年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 179 号　

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
6
年

2
月
8
日（
木
）
に
第
75
回
定
期
総
会
及
び

都
道
府
県
会
長
会
を
「
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル

麹
町
」
に
て
開
催
し
、
本
県
か
ら
三
谷
会

長
（
砥
部
町
議
長
）、
事
務
局
長
及
び
事
務

局
職
員
が
出
席
し
た
。

■
第
75
回
定
期
総
会

　

次
第
は
次
の
と
お
り

1　

開
会
の
こ
と
ば

2　

会
長
あ
い
さ
つ

3　

表　

彰

　

⑴　

令
和
5
年
度
自
治
功
労
者
表
彰

　

⑵　

令
和
5
年
度
町
村
議
会
表
彰

第
75
回
定
期
総
会
・

　
　

都
道
府
県
会
長
会
を
開
催　

全
国
町
村
議
会
議
長
会　

　

⑶　

令
和
5
年
度
町
村
議
会
広
報
表
彰

　
　
　
（
第
38
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
）

4　

来
賓
祝
辞

5　

謝　

辞

6　

議
長
選
出

7　

議　

事

　

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

役
員
の
異
動
報
告

　

日
程
第
3　

議
案
第
1
号

　
　

多
様
な
人
材
が
参
画
す
る
た
め
の
議

会
改
革
の
推
進
等
に
関
す
る
決
議

8　

閉
会
の
こ
と
ば

■
都
道
府
県
会
長
会

　

日
程
第
1　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

都
道
府
県
会
長
の
異
動

　

日
程
第
3　

報
告
第
1
号

　
　

国
と
地
方
の
協
議
の
場

　

日
程
第
4　

報
告
第
2
号

　
　

町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策

検
討
会

　

日
程
第
5　

報
告
第
3
号

　
　

自
由
民
主
党
予
算
・
税
制
等
に
関
す

る
政
策
懇
談
会

　

日
程
第
6　

報
告
第
4
号

　
　

公
明
党
令
和
6
年
度
税
制
改
正
要
望

等
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

日
程
第
7　

報
告
第
5
号

　
　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る

抗
議
文

　

日
程
第
8　

報
告
第
6
号

　
　

第
67
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

係
る
要
請
活
動

　

日
程
第
9　

報
告
第
7
号

　
　

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と

の
意
見
交
換
会

　

日
程
第
10　

報
告
第
8
号

多様な人材が参画するための
議会改革の推進等に関する決議

　町村議会は、地域が抱える様々な課題の解決に
向け、多様な住民の声を集め、その負託にこたえ
て議論を重ね、地方公共団体の意思決定を行うな
ど、日々、精力的に活動している。
　しかしながら、令和元年₅月から令和₅年₄月
の統一地方選までに行われた町村議会議員一般選
挙においては、全体の₄分の₁を超える254団体に
おいて無投票となり、そのうち31の団体が定数割
れとなるなど、議員のなり手不足が深刻化してい
る。このまま歯止めがかからなければ、地方自治
にとって危機的な状況が到来するおそれもある。
　このような状況を打開し、多様な人材が参画す
る議会を実現するためには、議会の存在意義と役
割が住民に実感されるとともに、議員のやりが
い・魅力が住民の間に浸透することが必須である。
　このため、我々町村議会は、地方自治法の改正
によって明確化された権限を十分踏まえた上で、
更なる議会改革を推進し、これまで以上に住民の
福祉の向上を実現していくことを表明する。
　また、引き続き、議員を志す誰もが参画しやす
い環境整備を国に要請するとともに、主権者教
育、議会のデジタル化、ハラスメント対策、適
正な水準の議論を踏まえた低額な議員報酬の改
善、厚生年金への地方議会議員の加入に向けた議
論の活性化等を推進する。
　以上、決議する。
　　令和₆年₂月₈日
	 全国町村議会議長会　
	 第 75 回 定 期 総 会　

　
　

自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
・
消
防

議
員
連
盟
合
同
会
議

　

日
程
第
11　

報
告
第
9
号

　
　

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会

　

日
程
第
12　

報
告
第
10
号

　
　

第
9
回
防
災
推
進
国
民
会
議

　

日
程
第
13　

報
告
第
11
号

　
　

令
和
6
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い

て
の
共
同
声
明

　

日
程
第
14　

報
告
第
12
号

　
　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る

緊
急
要
望

　

日
程
第
15　

報
告
第
13
号

　
　

地
方
議
会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
改

正
を
踏
ま
え
た
主
権
者
教
育
の
推
進

に
関
す
る
決
議

　

日
程
第
16　

報
告
第
14
号

　
　

議
会
三
団
体
の
主
権
者
教
育
事
例
集

及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
算

　

日
程
第
17　

報
告
第
15
号

　
　

議
会
三
団
体
の
地
方
議
会
議
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
動
画
の
作
成

　

日
程
第
18　

報
告
第
16
号

　
　

令
和
5
年
度
議
員
報
酬
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要

　

日
程
第
19　

議
案
第
1
号

　
　

議
会
に
係
る
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
対
応
し
た
標
準
会
議
規
則
・
標
準

委
員
会
条
例
等
の
改
正

　

日
程
第
20　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
6
年
度
議
長
会
事
業
計
画

　

日
程
第
21　

議
案
第
3
号

　
　

令
和
6
年
度
議
長
会
収
支
予
算
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定
期
総
会
を
開
催

�

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
は
、
2
月
26

日（
月
）
え
ひ
め
共
済
会
館
で
「
令
和
5
年

度
定
期
総
会
」
を
会
員
市
町
等
か
ら
28
名

の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

　
　
　

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
知
事

　
　
　
（
代
理　

三
好
企
画
振
興
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
策
企
画
局
長
）

　
　
　

愛
媛
県
議
会
議
長

	

（
代
理　

鈴
木
総
務
企
画
委
員
長
）

４　
「
移
住
促
進
及
び
集
落
対
策
事
業
に

つ
い
て
」

　
　

県
地
域
政
策
課
の
岡
田
課
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

5　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

令
和
4
年
度
決
算

　

⑶　

令
和
6
年
度
事
業
計
画

　

⑷　

令
和
6
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法

　

⑸　

令
和
6
年
度
予
算

　

⑹　

決
議
（
案
）

２
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
1
回
理
事
会
、

令
和
5
年
度
第
2
回
愛
媛
県
医
療
審
議

会
▽
5
日
＝
愛
媛
県
犯
罪
の
起
き
に
く
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
会

議
▽
6
日
＝
西
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

令
和
5
年
度
愛
媛
保
証
事
業
審
議
会
、

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和
5
年
度

町
議
会
事
務
局
長
会
議

▽
7
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

5
年
度
町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
、

日
本
赤
十
字
愛
媛
県
支
部
令
和
5
年
度

第
2
回
評
議
員
会
、
令
和
6
年
北
方
領

土
返
還
要
求
全
国
大
会
、（
一
財
）全
国

町
村
議
員
会
館
定
例
理
事
会
、
臨
時
評

議
員
会

▽
8
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
75
回

定
期
総
会
、
都
道
府
県
会
長
会
、
町
村

議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
、
全
国
町

村
議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
令
和
4
年
度
会
計
監
査

▽
15
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
6
年
第
1
回
組
合
議
会
定
例
会

▽
16
日
＝
第
1
4
9
回
愛
媛
県
都
市
計
画

審
議
会
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
令

和
4
年
度
会
計
監
査

▽
19
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
77
回
定
期
総

会
、ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
講
演（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
主
催
）、愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
第
75
回
定
期
総
会

▽
20
日
＝
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実

行
委
員
会
第
1
回
幹
事
会
、
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部
運
営

会
議

▽
21
日
＝
令
和
5
年
度
愛
媛
県
献
血
推
進

計
画
策
定
検
討
委
員
会
、全
国
山
村
振

興
連
盟
森
林・山
村
対
策
に
関
す
る
懇
談

会
、全
国
山
村
振
興
連
盟
副
会
長
会
議

▽
22
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
、

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
令
和
5
年
度
生

活
環
境
改
善
事
業
功
労
者
会
長
表
彰

▽
26
日
＝
地
域
農
政
未
来
塾
研
究
発
表
会

（
1
日
目
）、
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会

定
期
総
会

▽
27
日
＝
地
域
農
政
未
来
塾
研
究
発
表
会

（
2
日
目
）

▽
28
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
4
年
度

会
計
監
査

 河野会長
（久万高原町長）

　

人
間
自
身
で
止
め
て

　

今
年
の
2
月
3
日
は
、「
節
分
の
日
」
で

あ
る
。
節
分
は
「
季
節
の
移
り
変
わ
る
時
、

す
な
わ
ち
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前

日
の
称
。
特
に
立
春
の
前
日
の
称
。」（
広

辞
苑
）
と
あ
る
。

　

日
本
列
島
は
、
北
・
東
・
西
日
本
と
地

域
に
よ
る
が
、
年
を
通
じ
て
一
番
寒
い
時

季
を
越
し
た
。
降
雪
と
と
も
に
極
端
に
寒

い
日
、
2
・
3
か
月
程
先
取
り
し
た
か
の

よ
う
な
暖
か
い
日
、
近
年
の
異
常
気
象
の

所
為
か
ま
る
で
日
替
わ
り
の
よ
う
な
不
安

定
な
日
が
続
く
。
時
お
り
舞
う
粉
雪
の
中
、

水
仙
、
菜
の
花
、
紅
・
白
の
梅
花
、
淡
紅

色
の
寒
桜
な
ど
満
開
。
花
の
香
り
と
と
も

に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
る
。
季
節
の
移

り
変
り
は
、
2
か
月
前
の
能
登
半
島
地
震

と
同
じ
自
然
の
為
せ
る
表
情
で
も
あ
る
。

　

さ
て
、
人
間
社
会
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら
2
年
経
ち
、
広
が

り
を
危
惧
す
る
中
近
東
の
戦
い
な
ど
、
そ

の
先
に
は
、
成
長
と
生
産
性
に
全
く
無
縁

な
自
滅
の
道
し
か
見
え
な
い
気
が
す
る
。

し
か
し
、
当
事
者
の
多
く
は
、「
人
・
物
の

破
壊
」
に
嫌
々
で
あ
ろ
う
が
？
、
日
々
ま

い
進
中
で
あ
る
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
噴
火
は
、
次
々
と

真
っ
赤
な
溶
岩
を
ド
ロ
ド
ロ
吹
き
出
し
、

流
れ
は
住
宅
地
へ
。
そ
の
不
気
味
な
光
景

は
、
自
然
界
か
ら
小
さ
い
人
間
の
愚
か
さ

を
怒
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
地
震

や
火
山
は
自
然
の
為
せ
る
と
こ
ろ
で
止
め

よ
う
が
な
い
が
。
人
間
が
関
与
し
た
自
然

破
壊
や
人
間
が
起
す
戦
争
は
、
人
間
自
身

が
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
止
め
ら

れ
る
は
ず
。

　

温
暖
化
に
よ
り
北
極
圏
の
氷
が
解
け
、

新
航
路
に
ほ
く
そ
笑
む
者
が
い
る
な
ら
ば

た
だ
情
け
な
い
。
巨
大
化
す
る
台
風
、
世

界
全
体
で
の
温
度
上
昇
、
偏
西
風
の
異
常

蛇
行
、
森
林
伐
採
に
よ
る
砂
漠
拡
大
化
な

ど
、地
球
の
全
生
物
生
存
に
異
変
を
も
た
ら

す
事
象
は
、
今
や
環
境
学
者
の
提
言
や
叫

び
を
超
え
、
人
々
は
既
に
実
感
し
て
い
る
。

　

東
西
南
北
の
リ
ー
ダ
ー
各
位
は
、
直
ち

に
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
を
断
ち
切
り
、
そ
の

強
力
を
結
束
し
て
、
地
球
環
境
保
全
に
対

処
し
な
け
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事

態
へ
。
時
は
人
間
同
士
の
戦
い
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
お
の
れ
自
身

の
安
全
な
居
住
空
間
を
失
う
か
も
。
空
言

で
は
治
ま
ら
な
い
…
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

は
、
月
面
着
陸
に
旧
ソ
連
、
米
国
、
中
国
、

イ
ン
ド
に
続
き
5
か
国
目
の
成
功
を
発
表

し
た
。
し
か
も
着
陸
地
目
的
場
所
に
つ
い

て
は
、
他
国
の
十
数
㌔
内
に
対
し
十
㍍
内

に
着
地
の
精
度
。
海
外
か
ら
の
「
為
政
」

に
疑
問
符
が
つ
く
よ
う
な
報
道
が
流
れ
る

中
で
、
宇
宙
か
ら
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は

ほ
っ
こ
り
す
る
。
宇
宙
に
は
覇
権
争
い
が

移
ら
な
い
よ
う
願
い
、
未
来
宇
宙
に
ロ
マ

ン
を
迫
い
た
い
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
悪
が
勝
つ
の
は
、
ひ
と
え
に
善
人
が
何

も
し
な
い
か
ら
だ
。」

　
　
（
ア
レ
ク
セ
イ
・
ナ
ワ
リ
ヌ
イ

�
ロ
シ
ア
の
活
動
家
）

一
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